
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

獨
協
大
学
は
、
文
部
大
臣
を
務
め
た
哲
学
者
、
天
野
貞
祐
先
生

に
よ
り
１
９
６
４
年
に
開
学
し
、「
大
学
は
学
問
を
通
じ
て
の
人
間

形
成
の
場
で
あ
る
」
を
建
学
理
念
と
し
て
、
昨
年
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
。
先
生
は
大
学
教
育
に
お
け
る
全
人
的
な
人
間
性
の
開
発

を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
授
業
だ
け
で
は
得
難
い
知
識
、
経
験
、

体
力
を
涵
養
す
る
学
生
の
自
主
活
動
を
重
視
し
、
学
友
会
組
織
を

「
教
育
機
構
の
一
環
」
と
し
て
学
則
に
明
記
し
た
。

　

そ
の
学
友
会
活
動
を
支
え
て
き
た
「
部
室
棟
」
は
開
学
当
初
の

建
物
で
あ
り
、
老
朽
化
と
旧
耐
震
基
準
の
た
め
、
耐
震
補
強
で
使

い
続
け
る
か
新
し
く
建
て
直
す
か
が
２
０
０
９
年
10
月
に
議
論
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
「
東
日
本
大
震
災
」

の
影
響
も
あ
っ
て
、
本
学
に
と
っ
て
必
須
の
施
設
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
耐
震
補
強
は
大
規
模
工
事
に
加
え
て
高
額
な
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
課
外
活
動
の
場
「
学

生
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を

早
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
創
立
50

周
年
に
向
け
た
再
編
が
進

み
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
突
き
当
た
り
に
あ
っ
た

旧
部
室
棟
は
、
図
書
館
と

教
室
を
中
心
と
し
た
知
的

創
造
拠
点
「
天
野
貞
祐
記

念
館
」
と
い
う
巨
大
な
建

物
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
新
た
な
学
生
セ

ン
タ
ー
は
、
最
寄
り
駅
か
ら
本
学
の
中
央
部
へ
の
メ
イ
ン
動
線
の

中
で
、
最
初
に
出
会
う
建
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
重

要
な
場
所
に
学
友
会
活
動
中
心
の
施
設
を
造
る
こ
と
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
な
天
野
先
生

の
理
念
を
具
現
化
す
る
新
た
な
〝
大
学
の
顔
〟
と
し
て
建
設
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

　

学
友
会
活
動
を
教
育
の
一
環
と
す
る
本
学
の
考
え
方
は
、
学
生

セ
ン
タ
ー
の
隅
々
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
建
設
計
画
の
具
体
的
な

新
た
な
大
学
の
顔 

「
学
生
セ
ン
タ
ー
」

［
獨
協
大
学
］

城
田 

修
司
●
獨
協
大
学
施
設
事
業
課

《
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
編
》
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検
討
は
、
学
生
部
長
を
中
心
と
し
て
学
生
委
員
と
学
友
会
関
係
教

職
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
学
生
セ
ン
タ
ー
検
討
部
会
」
に
よ
り

進
め
ら
れ
た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
①
大
学
教
育
の
シ
ン
ボ
ル
的

施
設
と
し
て
学
友
会
設
置
の
意
味
を
積
極
的
に
表
現
す
る
施
設　

②

学
友
会
以
外
の
全
学
生
も
活
動
で
き
る
場
所　

③
利
用
形
態
の
変

化
な
ど
に
応
じ
た
柔
軟
な
利
用
が
可
能　

④
学
生
が
教
職
員
と
の

距
離
を
近
く
感
じ
る
施
設　

⑤
人
と
建
物
と
自
然
の
調
和　

と
し

た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
設
計
事
務
所
の
選
定
と
基
本
設

計
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
３
月
、
大
学
の
前
を
流

れ
る
伝
右
川
の
親
水
護
岸
計
画
が
埼
玉
県
の
「
水
辺
再
生
１
０
０

プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ
、
併
せ
て
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
実
施
設
計
お
よ
び
施
工
者
を
決
定
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
体

制
が
整
っ
た
。
前
述
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

具
現
化
す
る
た
め
、
設
計
者
、
施
工
者

お
よ
び
本
学
の
三
者
に
よ
る
打
ち
合
わ

せ
が
連
日
の
ご
と
く
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
、
ガ
ラ
ス
と
人
造

石
の
縦
ル
ー
バ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
地

上
６
階
建
て
、
延
床
面
積
９
５
５
６
平

方
メ
ー
ト
ル
の
学
生
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

を
迎
え
た
。
室
内
外
と
も
ガ
ラ
ス
が
多

用
さ
れ
、
視
認
性
が
高
く
、
学
生
の
活

動
自
体
を
直
接
見
せ
る
こ
と
で
学
友
会

活
動
の
魅
力
を
伝
え
、
ま
た
獨
協
大
学

で
最
初
に
出
会
う
建
物
と
し
て
、
文
字

ど
お
り
大
学
の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

建
物
と
な
っ
た
。
従
前
の
部
室
棟
の
概

念
を
打
ち
破
り
、
低
層
階
は
全
て
の
学

生
、
教
職
員
が
集
え
る
場
所
と
な
り
、

大
学
祭
で
あ
る
「
雄
飛
祭
」
や
音
楽
団

体
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
床
が
せ
り
上
が
っ
て
特
設
ス
テ
ー
ジ
に

早
変
わ
り
す
る
機
能
も
有
す
る
。
加
え
て
省
エ
ネ
設
備
も
積
極
的

に
採
用
し
、
可
視
化
に
よ
っ
て
学
生
が
省
エ
ネ
に
自
ら
参
加
す
る

よ
う
な
仕
組
み
も
導
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
の
全
て
が
、
２
０

１
３
年
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

　

本
学
の
教
育
理
念
を
形
に
し
た
建
物
は
完
成
し
た
。
こ
れ
を
真

の
学
生
セ
ン
タ
ー
に
育
て
る
の
は
学
生
と
教
職
員
の
力
で
あ
る
。

学
友
会
活
動
を
通
じ
て
学
生
が
得
る
貴
重
な
体
験
が
、
人
間
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
学
生
セ
ン
タ
ー
が
、
獨
協
大
学
の
今

後
の
50
年
に
向
け
た
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
建
物
と
し
て
、

輝
き
を
増
す
に
違
い
な
い
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
教
育
研
究
を
通
し
て
大
学
の
建
学
の
精
神
を

体
現
す
る
場
で
あ
り
、
経
営
資
源
で
あ
る
。
本
学
は
、
特
色
あ
る

２
キ
ャ
ン
パ
ス
（
品
川
、
熊
谷
）
の
資
産
を
十
二
分
に
活
用
し
、

「
学
生
数
１
万
人
」
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、「
人
間・

社
会・

地
球

に
関
す
る
総
合
大
学
」
へ
の
道
筋
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
コ
ン
セ
プ
ト

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
の
近
隣
に
位
置
し
、

多
彩
な
生
態
系
を
支
え
る
森
に
包
ま
れ
、
そ
の
一
部
を
内
包
し
た

資
産
と
し
て
の
風
景
が
あ
る
。
こ
の
資
産
を
生
か
し
て
キ
ャ
ン
パ

ス
を
再
生
す
る
こ
と
が
、
再
開
発
の
最
重
要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

既
存
キ
ャ
ン
パ
ス
を
再
定
義
し
、
新
校
舎
建
設
や
広
場
の
整
備

な
ど
を
行
う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」
と
、
緑
を
保
全
す
る
「
キ
ャ

ン
パ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
」
と
を
「
水
路
」
を
境
に
意
識
的
に
分
け
、

２
つ
の
ゾ
ー
ン
の
相
互
補
完
関
係
を
、
対
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の

魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「『
ひ
と
』
と
『
自
然
』
と
『
建

築
』」
が
融
合
し
た
風
景
に
造
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

新
校
舎
コ
ン
セ
プ
ト

　

新
校
舎
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ー
ブ
、

メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
レ
ス
ト
）
は
教
室・

事
務・

厚
生
施
設・

情
報
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」
を
核
と
し
、

機
能
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
教
学
環
境
の
向
上
を
図
っ
た
。
こ

の
「
密
度
感
」
が
「『
ひ
と
』
と
『
ひ
と
』」
と
の
密
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
整
理
し
て
生
ま
れ
た
空
間
を
広
場

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
生
活
の
潤
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
社
会
に
開
か
れ
た
公
園
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。

環
境
コ
ン
セ
プ
ト

　

熊
谷
市
は
、
夏
と
冬
の
寒
暖
差
の
大
き
い
気
候
の
下
に
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
快
適
に
過
ご
せ
て
、
か
つ
地
球
環
境
に
負
担
を
か
け
な

い
「
エ
コ・

キ
ャ
ン
パ
ス
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
。
中
核
施
設
の

新
校
舎
で
は
、
エ
コ
ア
イ
テ
ム
を
、
建
物
の
基
本
性
能
の
向
上
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の
両
観
点
か
ら
積
極
的
に
採
用
し
た
。

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

―
分
散
か
ら
融
合
へ
―

［
立
正
大
学
］

山
崎 

和
海
●
立
正
大
学
学
長

《
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
編
》
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
り
、
運
用
開
始
か
ら
１

年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
８
６
６
ＭＪ
／
㎡・

年
と
な
り
、

大
学
平
均
値
（
２
０
０
７
年
度
）
よ
り
も
42
％
削
減
し
た
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
セ
プ
ト
（
広
場
と
水
路
と
森
）

　

大
き
く
２
つ
の
リ
ニ
ア
な
広
場
を
設
定
し
、
重
点
的
に
整
備
し

た
。
一
つ
は
、
県
道
沿
い
に
伸
び
る
キ
ャ
ン
パ
ス・

グ
リ
ー
ン
で

あ
り
、
40
　

ha
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大
き
く
シ

ン
プ
ル
な
緑
の
面
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
表
玄
関
の
顔
と
し
た
。

こ
こ
に
、
主
要
な
交
通
手
段
の
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
埋
め
込
み
、

単
に
修
景
だ
け
で
は
な
い
機
能
的
空
間
と
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
広
場
が
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
を
縦
断
す
る
大
き
な
軸
と
し
て
、
最
も
主
要
な
キ
ャ
ン
パ
ス
生

活
の
舞
台
と
な
る
。
新
し
く
造
ら
れ
た

水
路
に
よ
っ
て
、
対
岸
の
緑
が
風
景
に

大
き
く
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
計
画
し

た
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
の
上
に
３
つ
の
特

徴
的
な
居
場
所
を
島
状
に
浮
か
べ
、
対

岸
の
深
い
森
と
は
対
照
的
に
、
明
る
い

木
陰
に
設
置
さ
れ
た
小
さ
な
広
場
が
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
大
学
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
核
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
た
。

評
価
さ
れ
た
点
な
ど

　

本
計
画
は
、「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
は
じ
め
「
日
本
建
築
学

会
作
品
選
奨
」、「
環
境
設
備
デ
ザ
イ
ン
賞・

環
境
デ
ザ
イ
ン
部
門

最
優
秀
賞
」
な
ど
の
受
賞
や
、
建
築
専
門
誌
、
地
上
波
テ
レ
ビ
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

緑
豊
か
な
森
や
桜
並
木
を
バ
ッ
ク
に
、
学
生
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
学
生
た
ち
が
授

業
を
終
え
て
木
陰
の
広
場
で
語
ら
い
、
水
路
脇
の
階
段
に
腰
掛
け

て
憩
う
な
ど
、
潤
い
と
活
気
、
そ
し
て
自
然
と
融
和
し
た
人
間
味

に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
も
新
た
に
設
置
し
、
併
せ
て
民
家
や
近
隣
の
幼
稚
園
、
小
中

学
校
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
か
ら
市
民
が
自
由
に
集
え
る
公
園
の
よ

う
な
開
放
性
も
実
現
し
た
。

　

加
え
て
、
２
３
０
０
本
に
及
ぶ
既
存
樹
の
調
査
お
よ
び
維
持
保

全
、
並
び
に
３
０
０
本
の
新
規
植
樹
を
行
い
、
大
学
と
し
て
初
の

「
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
（
社
会・

環
境
貢
献
緑
地
評
価
シ
ス
テ
ム
）
認
定
サ

イ
ト
」
と
も
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
後
も
更
新
認
定
が
行
わ

れ
、
２
０
１
５
年
現
在
も
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ 

３

を
維
持
し
て
い
る
。

キャンパスを流れる水路
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
３
号
館
の
建
築
は
、
２
０
０
９
年
３
月
に
策

定
し
た
大
正
大
学
の
中
期
経
営
計
画
で
あ
る
「
中
期
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
く
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整
備
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
側
か
ら
設

計
事
務
所
に
対
し
て
以
下
の
３
つ
の
要
望
を
出
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
顔
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

３
号
館
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
の
中
で
最
も
印
象
深
い
中
央
の
銀

杏
並
木
に
新
た
に
整
備
さ
れ
る
広
場
を
介
し
て
建
築
さ
れ
る
。
ま

た
竣
工
後
に
は
、
本
学
建
学
以
来
の
伝
統
を
も
つ
仏
教
学
部
、
文

学
部
歴
史
学
科
と
、
２
０
１
０
年
に
新
設
し
た
ば
か
り
の
表
現
学

部
の
研
究
フ
ロ
ア
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
建
学

の
理
念
を
表
出
し
、
未
来
へ
と
伝
承
す
る
建
築
空
間
」
で
あ
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

２
つ
目
は
、「
大
正
大
学
の
教
育
理
念
を
体
現
す
る
役
割
」
で
あ

る
。
先
に
竣
工
し
た
７
号
館
は
教
室
フ
ロ
ア
を
メ
イ
ン
と
し
、「
正

規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
中
核
施
設
」

と
し
て
建
築
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
３
号
館
は
、「
自
立
性
（
自

己
研
鑽
力
）
と
協
調
性
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）
を
育
む
修

学
環
境
を
実
現
さ
せ
る
中
核
施
設
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ

た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
学
に
お
け
る
伝
統
的
な
自
主

学
習
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
閲
覧
室
の
利
点
を
継
承
し
つ
つ
、
学
生
個

人
の
自
立
と
グ
ル
ー
プ
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
協
調
を

生
み
出
す
環
境
づ
く
り
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
３
号
館
が
庚
申
塚
通
り
（
旧
中
山
道
）
に
面
し
て
建
築

さ
れ
、
東
門
か
ら
来
学
す
る
人
々
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
機
能

す
る
ほ
か
、
１
階
に
は
地
域
連
携・

社
会
貢
献
活
動
の
窓
口
と
な

る
鴨
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
単
な
る
教
育・

研

究
棟
で
は
な
く
、
本
学
が
強
力
に
推
し
進
め
て
い
る
地
域
連
携
活

動
を
象
徴
す
る
施
設
に
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
で

あ
る
。

　

３
つ
目
が
、「
環
境
に
対
す
る
低
負
荷
型
の
施
設
と
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
熱
負
荷
低
減
や
熱
ロ
ス
の
少
な
い
空
調
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
積
極
的
な
採
用
に
よ
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
建
築
計
画
を
求
め
た
。

「
隔
て
」を
廃
し
た
修
学
環
境
の
創
出

［
大
正
大
学
］

平
盛 

聖
樹
●
大
正
大
学
事
務
局
長

《
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
編
》
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こ
の
よ
う
な
経
緯
で
設
計・

建
築
さ
れ
た
地
下
１
階
／
地
上
５

階
建
の
３
号
館
は
２
０
１
２
年
３
月
に
無
事
竣
工
し
、
２
０
１
２

年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
審

査
委
員
か
ら
は
、
外
観
に
つ
い
て
チ
タ
ン
亜
鉛
合
金
の
深
い
庇
と

瀟
洒
な
タ
イ
ル
が
打
ち
込
ま
れ
た
Ｐ
Ｃ
板
で
構
成
さ
れ
、
モ
ダ
ン

で
あ
り
な
が
ら
仏
教
系
大
学
ら
し
い
品
格
を
醸
し
出
し
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
た
。
一
方
、
内
部
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
字
型
の
書
架
と

ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
続

的
で
開
放
的
な
空
間
を
実
現
し
、
学
生
が
互
い
に
刺
激
し
合
い
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
期
待
で
き
る
空
間
で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

　

特
に
内
部
に
つ
い
て
述
べ
る

と
、
本
学
で
は
伝
統
的
に
閲
覧

室
と
い
う
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス

を
学
科
ご
と
に
設
置
し
て
き
た
。

こ
こ
に
は
、
机
や
椅
子
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
専

門
書
籍
な
ど
の
資
料
を
備
え
て

い
る
ほ
か
、
助
手
お
よ
び
副
手

と
呼
ば
れ
る
職
員
が
常
駐
し
て

学
生
の
相
談
に
対
応
す
る
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
授
室
を
同
じ
フ
ロ
ア
に
設
置
し
て
、
学
生
と
教
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
る
。
加
え
て
、
閲
覧
室
は
大
学

院
生
の
研
究
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
学

院
生
と
学
部
生
の
距
離
感
が
比
較
的
近
い
こ
と
も
本
学
の
伝
統
的

な
特
長
と
い
え
る
。

　

３
号
館
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
閲
覧
室
の
機
能
を
強
化

し
、
学
科
別
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
し
た
。
伝
統
的
な
学
問
領
域
で
あ
る
仏
教
学
科
と
歴
史
学

科
の
閲
覧
室
で
は
、
専
門
書
籍
の
収
納
が
課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

木
製
書
架
を
間
仕
切
り
と
し
て
活
用
し
、
壁
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
分

割
の
ロ
ス
低
減
を
図
る
と
同
時
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
空
間
演
出
へ

と
繋
げ
た
。
加
え
て
、
ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
自

習
ス
ペ
ー
ス
と
ゼ
ミ
ス
ペ
ー
ス
を
緩
や
か
に
区
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
者
に
「
見
る・

見
ら
れ
る
」
の
関
係
を
発
生
さ
せ
て
、
学

習
意
欲
を
誘
発
す
る
空
間
構
成
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

　

ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
学
内
で
も
賛

否
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
隔
て
」
と
し
て
空
間
の
境
と
な

る
壁
を
極
力
取
り
除
き
、
視
覚
的
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
こ
に
滞
在
す
る
人
間
の
交
流
を
促
進
す
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
今
後
の
大
学
に
お
け
る
修
学
環
境
の
あ
り
方
を
先
進
的

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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